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フォーラム

平成17年 度人間看護学部FDの 活動状況

人間看護学部FD実 行委員会

1.は じめ に

 ファカルティ ・ディベロップメント(Faculty Devel-

opment以 下FD)の 概念 も狭義 と広義に分 けられるが、

大学審議会の答申の定義が一般的である。それによれば

「大学等の理念 ・目標や教育内容 ・方法について組織的

な研究 ・研修(フ ァカルティ ・ディベロップメント)を

推進することが必要である。」(大 学基準協会 1989年)

と定義 している。 これは狭義の概念といえるが、授業を

中心に個々の教員の教育(teaching)に 関す る能力や技

術を組織的に研究 ・研修を行なうことで資質の向上や開

発することを意味する。

 人間看護学部のFD実 行委員会は、活動 を開始 しては

や3年 を経過 した。その活動 は前任のFD実 行委員会 メ

ンバーのたゆみない努力とその成果であり、2年 間の立

ち上げを経て3年 目を終わろうとしている。2年 間の活

動を受 けて、今年度のFD実 行委員会 は成果を踏襲 しな

がらも新 しいことへの挑戦 も含めて活動を実施 した。以

下 はFD概 念の具体 としての人間看護学部FD実 行委員

会活動の概要である。

II.活 動内容

 平成17年4月 に、人間看護学部は開設3年 目となり20

名の編入生を向かえ,教 育 ・研究ともいっそう充実 し基

盤を形成 していくことが望まれた。過去2年 間のFD実

行委員会 において蓄積された成果を活用 しながら,今 年

度の目標 は、1.看 護学教育に求め られる教育 ・授業資

質の向上のための学習 とその構築、2.授 業評価に関す

る資質の向上とその独自な取 り組み、3.看 護研究方法

に関する資質の向上、4.在 外研修報告会と広報、であり

年間の課題 として取 り組んでい くことをFD実 行委員会

として決定 した。

1.看 護学教育に求められる教育 ・授業資質の向上のた

 めの学習 とその構築(担 当:森 下 ・本田)

 平成17年 度は、4年 制の大学 として人間看護学部3年

目を迎え看護教育、特 に各領域別実習が始まり学生 が充

実 して学べ る環境整備と看護教員の資質向上が求め られ

た。3回 生の領域別実習では、看護技術等の指導の悩み

も含め中間 としての形成評価を行 う時期となった。 そこ

で教員のニーズが多い実習評価についての講演を実施 し

た。さらに後半の第2部 は教員 と講師のディスカ ッショ

ンの場を設けた。

第3回 人間看護学部FDフ ォーラム

日 時 平成18年3月22日(水)13:00～16:30

第1部 講演会 テーマ 「看護学実習の方法論 とその評

    価方法」

講 師 東海大学健康科学部学部長 教授 藤村龍子先生

第2部 学部教員研修 教員と講師のディスカッション

参加者数:第1部 学部内27名 学外65名 第2部23

    名

2006年3月10日 受付、2006年5月17日 受理

連絡先:森 下 妙子

   滋賀県立大学人間看護学部

住 所:彦 根市八坂 町2500

e-mail :  morishita@nurse.usp.ac.jp

2.授 業評価に関する資質の向上とその独自な取 り組み

1)授 業評価を実践的に進める講演 ・研修 ・研究会(担

  当:甘 佐 ・米田)

  前年度は授業評価の取 り組みについて視察を中心に

 学習 し報告 してきた。それ らを受けて今年度は各教員

 が授業評価を意識できるような企画 として教員全体を

 対象とした講演会を行 うことになった。

第2回 人間看護学部 フォーラム

日 時 平成17年12月26日(月)10:00～14:30

第1部 テーマ 「授業評価を授業改善に生かすには」

講 師 神戸大学教授 米谷淳先生

第2部 午後 教員とのディスカッション
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参加者数:学部内教員26名、学部外教員2名、学外者25

名第2部 18名

2)看護学教育における効果的な授業評価の実験的取り

組みと開発(担当:豊田・比嘉・甘佐)

今年度は、昨年度の「看護教育評価専用ソフトの開

森下妙子

意欲に繋がった。またFD実行委員会活動レターは、前

年度~Z:iJ Iき続き、委員会活動の状況を全教員に共脊でき
る目的で 4回発行した。ホームページも作成し広報活動

に努めた。

発」に引き続き、ワーキンググループと位置づけて活
誕.今後の課題

動が続いた。ソフト開発から実用化に向けての時期と

なり、人問看護学部において看護教育評価専用ソフト

の説明会を 2田実施した。

FD実行委員会活動は 3年を経過した。上記の目標 4

点について充分な活動であったか評価はその都度実施し

報告してきた。しかし、①各教員が目的を持って積極的

に参加・創造できる研修会、②教員の教育・研究に関す

る資質の向上への貢献等課題がありさらに精査が必要で

第 1回日時平成18年 2月15日(水)10: 00，......，12 : 00 

第 2回日時平成18年 4月12日(水)10: 00，......，11 : 00 

第 1回日は、看護教育評価専用ソフトを使い、人問看

護学部独自の授業評価を行うための
表1 在外研修報告会概要

研修会を開催した。参加者はFD実

行委員会メンバーを中心に、授業評 開催日時・場所 テーマ・講師 研修先

価を実際に行う授業担当の教員であっ i平成 17年6月29日I4年毎日N大会in台湾に参加して|台湾台北

参加人数

学部内 25名

た。第2回巨は全教員に呼びかけ実 i 
I (水)

施した。今後はこのツールを如何に | 
土平俊子教授

活用するかである O 人問看護学部独 I 16:30・18:30 第23囲ICN大会における学会発表|台湾 台北

自の授業評価専用ソフト開発であり、

各教員が授業評価の意義を理解し活

用できるよう、次年度の課題として

今後も検討していく。

3.看護研究方法に関する資質の向
上(担当:竹村・西国)

1 )閤際的視野に立った研究開発を

進めるための講演会

第 1田 人間看護学部フォーラム

日時平成17年 8月30日(火)10: 

00""""14 : 30 

第 1部 テーマ「質的研究の実際J

講師大阪府立大学教授 羽山

由美子先生

第 2部講師と教員のディスカッショ

ン テーマ「質的研究に取

り組むためにJ

参加者数:学部内教員16名、学外者

21名第2部 15名

4.在外研修報告会と広報(担当:

大脇・嶋津)

平成17年度の在外研修報告会は、

7名の教員が海外での国際会議や各

自の研究テーマについての学びを報

告した。内容は多岐に渡り教員のディ

スカッションを通して学習の場とな

り、参加者に多くの示唆を与え研究

の報告

流郷千幸助手

日本文化における自己の性費 ミシガン州立大学

Denise Saint Arnault 研修員 iより滋賀県本学部

へ研修

平成 17年9月28日I1 CMブリスベン大会に参加して i オーストラリア|学部内 26~

(水) I 岩谷汲香教授 |ブリスベン

16:30・17:30 I第 27回 1 CM大会の報告 |オーストラリア

嶋津恭子助手 |ブリスベン

平成 17年10月初日 I1.2005年国際合同微生物学会|アメリカ合衆国|学部内 15名

(水) (IUMS 2005)への参加・発表 |カリフオルニア州|学部外 3名

16:30-17:30 I 2.米国立衛生研究所(NIH)と米国の|メリーランド州

エイズ治療・教育について

山田明教授

中国の看護と教育 滋賀県海外技術

蒋小剣研修員 研修

中国湖南省中南大学

看護学院大学院より

研究目的にて来日

本学部に滞在

平成 17年 11月 30日 ハワイ州におけるアンケート調査 アメリカ合衆国|学部内M

(水) の実際 ハワイ州

16:30-17:30 竹村節子教授 ホノルノレ市
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ある。地域に開かれた大学の役割 として学外の人々への

学習の場 も提供 してきた。

 FDの 概念、さらには人間看護学部の理念に立ち返 り、

今後 も教員相互の教育 ・研究の啓発や能力開発等に貢献

できるFD実 行委員会を目指 したい。

図1 FD実 行 委員会活動 レターNo.1～No.4の 表 紙



96 森下妙子

平成17年度FD実行委員会メンバー 筒井裕子、竹村節子、大脇万起子、西田厚子、甘佐京子、

嶋津恭子，本田可奈子，米国照美

ワーキンググループ 豊田久美子，比嘉勇人，甘佐京子

委員長 森下妙子(文責)




